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５
年

特
別
号
・
１
３

職場新聞「あすなろ」は沖電気の職場新聞として１９８６年に発刊しました。「会」は「安心して人間らしく働ける職場」を願って創られました。

沖電気・通信システム工場（本庄）派遣社員解雇事件

職場内外で支援・共感の輪広がる

沖
電
気
（
派
遣
先
）
・
沖
プ
ロ
サ
ー
ブ
（
派
遣
元
）

沖
電
気
・
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
者
・

派
遣
社
員
の
解
雇
事
件

沖
電
気
・
本
庄
工
場
（
埼
玉
県
）
の
夜
勤
で
時
給
１

１
２
０
円
で
働
い
て
い
た
Ｋ
さ
ん
が
職
場
の
リ
ー
ダ
ー

（
派
遣
社
員
）
に
よ
る
「
バ
バ
ア
」
「
辞
め
さ
せ
て
や

る
」
な
ど
の
悪
口
を
言
わ
れ
、
業
務
連
絡
か
ら
も
外
さ

れ
る
な
ど
の
イ
ジ
メ
を
受
け
た
う
え
、
「
協
調
性
が
な

い
」
と
の
理
由
で
１
４
年
９
月
２
０
日
に
雇
止
め
（
解

雇
）
に
な
っ
た
。

沖
電
気
の
２
つ
の
職
場
で
３
年
超

は
た
ら
い
て
き
た
被
害
者
は
職
場
の
環
境
改
善
な
ど
派

遣
先
に
要
望
な
ど
し
て
き
た
。
派
遣
元
・
派
遣
先
が

「
苦
情
」
に
充
分
に
対
応
せ
ず
、
そ
の
う
え
の
解
雇
。

「
生
産
は
派
遣
労
働
者
で
」
の
会
社
施
策
で
、
こ
の
夜

勤
職
場
で
は
、
全
員
が
派
遣
社
員
で
１
４
年
１
月
か
ら

の
９
カ
月
間
で
４
割
強
が
退
職
す
る
な
ど
、
職
場
環
境

が
劣
化
し
、
本
事
件
の
誘
因
に
な
っ
て
い
た
。
Ｋ
さ
ん

の
解
雇
後
沖
電
気
は
非
正
規
だ
け
の
職
場
を
な
く
す
な

ど
職
場
環
境
の
改
善
を
行
っ
た
が
Ｋ
さ
ん
の
解
雇
は
撤

回
さ
れ
て
い
な
い
。

沖
電
気
と
沖
プ
ロ
サ
ー
ブ
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
者
の

解
雇
を
撤
回
・
救
済
し
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
、

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

沖電気の

コンプライアンス・

法令遵守の欠如が問題だ

ＯＫＩグループに働く全ての社員

（派遣含む）に適用させる行動規範には、

人権の尊重や働きやすい職場環境づくりも

挙げられている。企業の社会的責任（ＣＳ

Ｒ）を徹底するために委員会も設けられ、

通報・相談窓口も設置されている。非正規

社員の人権が軽視された事件で、解雇は撤

回すべきだ。（本庄勤務）

正社員

月
平
均
・
１
４
社
の
派
遣
会
社
か
ら
の
派
遣
ス
タ
ッ

フ
が
働
い
て
お
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
の

が
難
し
い
職
場
に
な
っ
て
い
る
。
（
２
０
１
４
年
）

■正社員数は有価証券報告書や新入社員数から推測。本庄地区（通信シス

テム＋ＥＭＳ）。派遣社員数は沖電気の職場を明るくする会調べ。

★契約社員数の５０人超は加算されていない。

被害者と同じ職場で

働いた同僚

パワハラが止まない職場

で働く自信がなく辞めた。

今回の事件で沖電気が職場全員（１

０人の派遣社員）の事情聴取を行い

ました。私は、被害者にパワハラが

行われていたことを証言しました。

同時に退職を伝えました。

金子直樹さん

（労働弁護団）

派遣社員の苦情を適切

に対応できない企業に責任

派遣は臨時的・一時的という原則

を蔑ろにし、派遣社員が増加し、
ないがし

トラブルも増加しています。苦情

処理は、派遣元と派遣先が連携を

取り、誠意をもって迅速かつ適切

な処置をはかることが義務つけら

れています。派遣先・ 派遣元の

責任が問われます。

夫が沖電気ではたらく主婦

社員から派遣社員への

置き換えが原因の事件

ですね。

沖電気では人件費削減のため正社

員を減らし、非正規が急増している

と聞きました。沖電気の労働組合も

助けてあげないのですね。正規と非

正規の格差をなくすことが必要では

ないのでしょうか。

派
遣
社
員
が
５
割
超

沖
電
気

本
庄
地
区

弁護士

沖電気の職場を明るくする会 ☎03-6450-1777
電機労働者懇談会気付け 労働相談は080-4157-4668



沖電気の年齢別最低賃金 （２０１５年）
　年齢 　　金額 時給換算　年齢 　金額 時給換算
１８歳 158,500 1,023 ３５歳 208,840 1,347
２０歳 163,930 1,058 ４０歳 224,500 1,449
２５歳 177,500 1,145 ４５歳 229,500 1,481
３０歳 193,170 1,246 ５０歳以上 233,000 1,503

※参考）時給換算は１５５時間で除す
　　　　　　例；　４０歳は１４４９円

沖
グ
ル
ー
プ
の
派
遣
会
社
沖
プ
ロ
サ
ー
ブ
の

「
派
遣
社
員
就
業
規
則
」
で
は
、
年
次
有
給
休
暇

の
半
日
取
得
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
沖

電
気
に
直
接
雇
用
さ
れ
て
い
る
契
約
社
員
に
は
、

半
日
（
半
休
）
で
取
得
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
せ

ん
。
「
な
ぜ
、
沖
電
気
に
直
接
雇
用
さ
れ
て
い
る

契
約
社
員
に
は
、
半
休
制
度
が
な
い
の
か
納
得
が

い
か
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
半

日
で
済
む
用
事
も
あ
り
、
従
業
員
の
要
求
が
あ
っ

て
実
現
し
た
半
休
制
度
で
す
。

労
働
省
通
達
で
は
、
①
労
働
者
が
希
望
し
、
使

用
者
が
同
意
す
れ
ば
半
日
単
位
で
年
休
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
得
し
や

す
く
す
る
た
め
に
も
、
制
度
化
を
要
望
す
る
声
は

数
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

と
も
に
働
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

待
遇
の
改
善
を
！

■
忌
引
き
休
暇
制
度
は
あ
っ
て
も
、
正
社
員
と
比

較
を
す
る
と
日
数
は
少
な
く
賃
金
の
保
障
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
退
職
金
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
対
し
て

の
保
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
一
時
金
の
支
給
は
あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
が
一
ヵ

月
の
賃
金
に
も
満
た
な
い
。

■
年
齢
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
て
な
い
た
め
、

賃
金
格
差
は
広
が
っ
た
ま
ま
。

沖
を
支
え
て
き
た
「
職
場
の
働
く
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
の
扱
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
企
業
が
非
正
規
社
員
の
労
働
条
件
の
改

善
が
自
ら
の
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
し
て
処

遇
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
本
体
で
、
４
０
％
を
超
え
る
非
正
規
社

員
（
臨
時
・
契
約
社
員
）
の
労
働
条
件
の
格
差
の

改
善
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

契
約
更
新
時
に
、
上
限
を
き
め
る
こ
と
は
、

労
働
契
約
法
の
趣
旨
に
反
す
る

労
働
者
の
保
護
と
雇
用
の
安
定
の
た
め
に
、
労
働

契
約
法
が
整
備
を
さ
れ
２
年
が
た
ち
ま
す
。
沖
電
気

で
は
、
契
約
社
員
の
契
約
更
新
時
に
「
更
新
の
上
限

を
決
め
る
」
と
い
う
労
働
契
約
法
の
趣
旨
に
反
す
る

行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
単
に
、
契
約

社
員
が
働
い
て
い
る
部
署
で
仕
事
が
薄
く
な
る
と
い

う
だ
け
で
は
、
雇
い
止
め
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
法
の
趣
旨
で
す
。
会
社
が
、
最
大
限
雇
用
を

守
る
こ
と
に
努
力
を
し
た
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
企
業
の
法
令
順
守
・
社
会
的
責
任
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

労
働
契
約
法

第
１
８
条

無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を

超
え
た
と
き
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る
（
正
社
員

と
し
て
の
採
用
）

第
１
９
条

雇
い
止
め
法
理
の
法
定
化

簡
単
に
は
解
雇
を
認
め
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で
、

契
約
更
新
が
何
度
も
行
わ
れ
、
長
期
雇
用
の
場
合
な

ど
実
質
的
に
は
、
無
期
労
働
契
約
で
あ
り
、
契
約
期

間
が
満
了
し
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
雇
い
止
め
で
き

な
い
こ
と
が
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

年
休
の
半
日
単
位
の
取
得
の
実
現
を
！

沖電気に働く全ての社員（契約、派遣社員含む）

に、最低賃金(正規社員労組の労使協定）を適用さ

せましょう。

雇
用
不
安
の
解
消
と
雇
用
の
安
定
を
!


